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ひとしずく

夏
の
青
空
に
上
が
っ

た
「
鬼
凧
」
も
、
な

か
な
か
い
い
も
の
で

あ
る
▼
妙
な
固
定
観

念
の
た
め
か
、
自
分
に

は
、
鬼
凧
と
言
え
ば
早

春
か
ら
初
夏
に
か
け

て
の
、
島
の
風
物
詩
の

様
に
感
じ
ら
れ
、
少
々
違
和
感

が
あ
っ
た
の
だ
が
、
実
際
に
上

が
っ
て
い
る
の
を
見
る
と
、
ま

さ
に
「
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
」、

何
と
も
そ
の
迫
力
、
伝
統
の
色

付
な
ど
な
ど
、
と
て
も
素
晴
ら

し
く
感
じ
ら
れ
た
▼
ど
こ
で
上

が
っ
て
い
た
か
と
い
う
と
、
先

週
末
に
行
わ
れ
た
「
お
見
合
い

大
作
戦
」
の
歓
迎
イ
ベ
ン
ト
が

あ
っ
た
、
芦
辺
港
フ
ェ
リ
ー
発

着
所
近
く
の
広
場
上
空
で
あ
る
。

４
面
に
紹
介
し
て
い
る
の
が
そ

の
時
の
鬼
凧
で
、
背
景
の
空
の

青
に
凧
の
色
合
い
が
、
何
と
も

ミ
ス
マ
ッ
チ
の
様
に
も
見
え
る

が
、
そ
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
と

て
も
美
し
か
っ
た
▼
そ
の
様
子

を
写
し
て
い
る
と
、
仕
事
で
時
々

の
ぞ
く
事
業
所
の
女
性
も
、
横

で
そ
の
鬼
凧
を
写
し
て
い
た
。

話
し
け
て
み
る
と
、
「
鬼
凧
い
い

で
す
ね
。
―
真
夏
の
日
が
射
し

て
、
海
を
楽
し
み
に
や
っ
て
き

た
観
光
客
、
山
笠
や
こ
の
イ
ベ

ン
ト
な
ど
が
あ
っ
て
に
ぎ
わ
い

が
感
じ
ら
れ
、
普
段
か
ら
す
る

と
街
も
商
店
街
も
元
気
、
活
気

が
出
て
盛
り
上
が
っ
て
い
る
よ

う
。
な
ん
だ
か
う
れ
し
い
」
な

ど
と
話
し
た
▼
街
や
島
の
様
子

に
つ
い
て
話
す
時
に
、
「
う
れ
し

い
」
と
い
う
言
葉
を
、
本
当
に

久
し
ぶ
り
に
聞
い
た
。
逆
に
そ

の
言
葉
を
聞
け
て
う
れ
し
く
感

じ
た
。
そ
れ
は
、
「
う
れ
し
い
」

と
い
う
言
葉
も
活
性
化
や
地
域

振
興
策
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
一
つ

で
あ
り
、
携
わ
る
側
、
受
け
る

側
と
も
に
共
有
で
き
る
言
葉
で

あ
ろ
う
か
ら
。

モ
ン
ゴ
ル
駐
日
大
使
ら
来
島

番
組
制
作
で
島
内
各
地
を
調
査

外
交
関
係
樹
立
40
周
年
で

勇
壮
に
街
を
練
り
歩
く

下
山
、
塞
、
新
道
、
本
町
4
流

伝
統
の
郷
ノ
浦
祇
園
山
笠

一支国博物館で説明を聞くフレルバータル大使（左から3番目）
とソソルパラム氏（同4番目）

暴力団情報照会可能に
排除条例の施行に伴い

市と壱岐署が協定締結 

  

６
月
20
日
に
壱
岐
市
暴
力
団

排
除
条
例
を
施
行
し
た
こ
と
に

伴
い
、
市
と
壱
岐
署
は
７
月
26

日
、
市
が
様
々
な
契
約
を
行
う

際
、
暴
力
団
員
ら
の
情
報
を
同

署
に
照
会
す
る
こ
と
が
で
き
る

「
暴
力
団
等
の
排
除
措
置
に
関

す
る
協
定
書
」
を
締
結
し
た
。

　
市
は
７
月
１
日
、
同
条
例
に

基
づ
き
公
共
工
事
や
物
品
購

入
、
広
告
事
業
、
公
の
施
設
の

指
定
管
理
者
の
指
定
な
ど
、
あ

ら
ゆ
る
契
約
か
ら
暴
力
団
を
排

除
す
る
「
契
約
等
に
お
け
る
暴

力
団
等
の
排
除
措
置
に
関
す
る

要
綱
」
を
策
定
し
施
行
。
今
協

定
は
、
同
要
綱
を
実
施
す
る
に

あ
た
り
、
市
と
同
署
が
綿
密
に

連
携
す
る
た
め
に
締
結
し
た
＝

写
真
＝
。

　
同
協
定
書
で
は
契
約
の
際
に
暴

力
団
員
や
暴
力
団
関
係
者
の
関
与

が
疑
わ
れ
る
場
合
、
市
は
必
要
な

情
報
を
同
署
に
照
会
す
る
こ
と
が

で
き
、
同
署
は
市
が
照
会
し
な
い

場
合
で
も
暴
力
団
員
な
ど
の
情
報

を
市
に
通
知
で
き
る
。

　
市
役
所
で
あ
っ
た
締
結
式
で

白
川
博
一
市
長
は
「
壱
岐
は
福

岡
に
近
く
、
暴
力
団
の
侵
入
を

未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
重
要
。
暴

力
団
が
い
な
い
安
全
安
心
の
実

現
の
た
め
努
力
す
る
」、
永
峯

一
宏
署
長
は
「
組
織
を
あ
げ
て

強
力
に
支
援
す
る
」
と
述
べ

た
。

　
ソ
ド
プ
ジ
ャ
ム
ツ
・
フ
レ
ル

バ
ー
タ
ル
駐
日
モ
ン
ゴ
ル
国
特

命
全
権
大
使
、
同
国
功
労
俳

優
・
ド
グ
ミ
ド
・
ソ
ソ
ル
パ
ラ

ム
氏
、
演
出
・
脚
本
の
バ
ー
タ

ル
・
パ
ド
ラ
ル
氏
、
カ
メ
ラ
マ

ン
、
記
録
担
当
者
、
通
訳
ら
６

人
が
27
日
、
１
泊
２
日
の
日
程

で
非
公
式
に
来
島
し
た
。

　
本
年
２
０
１
２
年
は
、
日
本

と
モ
ン
ゴ
ル
の
外
交
関
係
樹
立

40
周
年
の
記
念
の
年
で
、
様
々

な
文
化
交
流
事
業
が
行
わ
れ
て

い
る
が
、
両
国
の
交
流
の
歴
史

を
振
り
返
え
る
と
、「
元
寇
」「
蒙

古
襲
来
」
は
重
要
な
出
来
事
で

あ
る
も
の
の
、
モ
ン
ゴ
ル
で
は

元
寇
に
つ
い
て
、
そ
れ
ほ
ど
深

　
２
７
５
年
の
伝
統
を
誇
る

郷
ノ
浦
の
夏
の
風
物
詩
・
郷

ノ
浦
祇
園
山
笠
が
今
年
も
29

日
に
開
か
れ
、「
ヨ
ー
カ
イ
タ
、

ヨ
ー
カ
イ
タ
！
」
の
掛
け
声
と

と
も
に
勇
壮
に
巡
行
す
る
山

笠
に
、
郷
ノ
浦
の
市
街
地
一
帯

は
、
終
日
そ
の
活
気
で
熱
を
帯

び
た
。

　
当
日
の
朝
、
塞
神
社
で
神
事

を
行
い
安
全
な
ど
祈
願
、
郷
ノ

浦
祇
園
山
笠
の
始
ま
り
と
さ

れ
る
八
坂
神
社
を
参
拝
し
た

後
、
地
区
ご
と
に
武
者
や
馬
、

特
徴
あ
る
飾
り
を
豪
華
に
つ

け
た
１
番
流
・
下
山
、
２
番
流
・

塞
、
３
番
流
・
新
道
、
４
番
流
・

本
町
の
４
流
に
、
人
気
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
を
か
た
ど
っ
た
盈
科

小
学
校
の
ふ
た
つ
の
山
笠
と

郷
ノ
浦
中
学
校
の
山
笠
が
加

わ
り
、
小
学
生
の
唄
子
た
ち
が

「
オ
ッ
セ
ー
、
オ
ッ
セ
ー
、
ヨ

―
カ
イ
タ
！
」
と
勢
い
を
つ
け

る
中
、
街
を
練
り
歩
い
た
。

　
新
道
バ
ス
停
前
や
本
町
な

ど
で
は
、
一
斉
に
山
笠
を
担
ぎ

上
げ
る
舁
き
山
な
ど
披
露
、
こ

の
日
の
大
一
番
、
最
大
の
見
せ

場
と
な
る
佐
賀
里
の
石
段
昇

り
で
は
、
担
ぎ
手
た
ち
に
観
衆

か
ら
力
水
が
か
け
ら
れ
、
力
の

限
り
昇
っ
た
り
戻
っ
た
り
す

る
、
更
な
る
見
せ
場
を
作
り
な

が
ら
、
勇
壮
に
一
流
れ
ず
つ
69

段
上
の
ポ
イ
ン
ト
を
目
指
し
、

詰
め
か
け
た
地
元
の
住
民
や

観
光
客
か
ら
、
盛
ん
な
拍
手
が

送
ら
れ
て
い
た
。

く
知
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な

く
、
40
周
年
を
機
に
、
元
寇
に

関
連
す
る
日
本
各
地
を
取
材

し
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組

を
制
作
す
る
こ
と
に
な
り
、
番

組
の
案
内
役
に
モ
ン
ゴ
ル
の
国

民
的
俳
優
で
あ
る
ソ
ソ
ル
パ
ラ

ム
氏
を
迎
え
、
フ
レ
ル
バ
ー
タ

ル
駐
日
モ
ン
ゴ
ル
特
命
全
権
大

使
が
各
地
の
取
材
に
同
行
し
、

解
説
を
す
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル

で
、
番
組
は
制
作
さ
れ
る
運

び
。

　
壱
岐
へ
は
平
成
15
年
９
月
に

行
わ
れ
た
「
壱
岐
国
ル
ネ
サ
ン

ス
」
「
元
寇
７
２
０
年
祭
」
で

の
縁
か
ら
、
フ
レ
ル
バ
ー
タ
ル

大
使
、
ソ
ソ
ル
パ
ラ
ム
氏
ら
が

訪
れ
、
芦
辺
町
・
一
支
国
博
物

館
、
月
読
神
社
、
壱
岐
神
社
、

少
貮
資
時
の
墓
、
少
貮
公
園
、

千
人
塚
、
国
分
寺
、
郷
ノ
浦
町
・

天
手
長
男
神
社
、
猿
岩
、
御
手

洗
水
の
滝
、
勝
本
町
・
聖
母
宮

な
ど
を
精
力
的
に
回
り
調
査

し
、
一
行
は
本
市
の
後
、
松
浦

市
、
鷹
島
町
へ
向
っ
た
。

　
今
回
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

番
組
の
制
作
に
あ
た
り
フ
レ
ル

バ
ー
タ
ル
大
使
は
「
過
去
の
歴

史
の
中
で
、
戦
争
と
い
う
不
幸

な
出
来
事
が
あ
る
が
、
両
国
の

理
解
を
深
め
発
展
さ
せ
る
こ
と

で
乗
り
越
え
、
一
層
の
友
好
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
」
な
ど
と

話
し
た
。

総
会
と
研
修
会

市
幼
児
交
通
安
全
ク
ラ
ブ

10
日
か
ら
「
弥
生
の

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
展
」

一
支
国
博
物
館

定
例
会
８
月
会
議
３
日
に
開
催

壱
岐
市
議
会

　
壱
岐
地
区
交
通
安
全
協
会

（
眞
弓
倉
夫
会
長
）
の
本
年
度
・

市
幼
児
交
通
安
全
ク
ラ
ブ
の
総

会
と
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
を
９
日

午
後
１
時
半
か
ら
、
郷
ノ
浦

町
、
文
化
ホ
ー
ル
・
大
会
議
室

で
開
く
。

　
当
日
は
、
眞
弓
会
長
、
壱
岐

署
・
永
峯
一
宏
署
長
の
挨
拶
、

規
約
の
説
明
、
役
員
選
出
承
認

な
ど
あ
り
、
続
い
て
研
修
会
が

行
わ
れ
、
船
津
博
之
地
域
交
通

課
長
の
「
子
ど
も
の
交
通
事
故

事
例
と
事
故
防
止
」
が
テ
ー
マ

の
講
話
、
安
全
ク
ラ
ブ
の
活
動

発
表
、
討
議
な
ど
あ
る
。

　
一
支
国
博
物
館
の
第
11
回
特

別
企
画
展
「
弥
生
の
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
展
」
が
10
日
か
ら
９
月

23
日
ま
で
、
１
階
テ
ー
マ
展
示

室
で
開
か
れ
る
。
復
元
衣
装
８

点
、
装
身
具
12
点
を
展
示
す

る
。
入
場
無
料
。

　
壱
岐
市
議
会
定
例
会
８
月
会

議
は
3
日
午
前
10
時
か
ら
、
市

勝
本
支
所
の
議
場
で
開
か
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　
審
議
期
間
、
日
程
は
、
本
会

議
初
日
に
正
式
に
決
定
さ
れ
る

運
び
。


